
 

食品事業者や都道府県等 、様々な主体 と地域における「協 働の着眼点 （第 1

版 ）」の活用事例の収集及び適切な活用方法について検討 し、様 々な地域に

おける「消 費者の食に対する信頼 を確保するための取組 」を促進 、支援するた

めの方策や取組について提案 をまとめます。  

また、より具体的 なテーマに関 して研究 を行 う分科会 を立 ち上げるともに、都 道

府県単位で FCP の研究活動 を行 う地域において、地域ブランチを設立 します。  

今年度 、地域活性化研究会内に設置する分科会は、平成 21 年 6 月現在 、

以下 となっております。  

・  企業力向上の場 としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会  

※上記の分科会の募集は既に終了 しました。  

また、地域 ブランチは以下の２つでスタートし、必 要 に応 じて随時立ち上げていき

ます。  

・  岩手ブランチ  

・  三重ブランチ  

※  地域ブランチは各自治体を中心に活動 しており、情報共有ネットワークを

通 じての参加受付はしておりません。  

 

回 開催日 議事次第 

第 3回 

 

平成 22年 

1月 21日

（木） 

1. 地域活性化研究会（分科会・ブランチ・実行可能性調査）の進捗状

況 

2. 協働の着眼点に対する意見交換 
 

第 2回 

平成 21年 

11月 27日

（金） 

第 1回 

 

平成 21年 

5月 25日

(月) 

1. 「地域活性化研究会」概要説明 

2. 分科会・地域ブランチの企画内容の説明 

3. 質疑応答・意見交換 
 



 



平成２１年度
 

ＦＣＰ「地域活性化」研究会について

平成２１年５月２５日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト



○フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき、食品事業者や都道府県等、

 
様々な主体と地域における「協働の着眼点（第１版）」の活用事例の収集及び適切な活用方法を検討し、情報共有

 
を図る。また、上記の検討に基づき、様々な地域における「消費者の食に対する信頼を確保するための取組」を促

 
進、支援する為の方策や取組について提案をとりまとめる。

２１年度ＦＣＰの全体構成と地域活性化研究会

実行可能性調査事業

企業行動の情報発信研究会

＜目的＞
ビジネス現場での「協働の着眼点」
活用の実行可能性を実証する

＜目的＞
「協働の着眼点」の活用に関して

テーマを設定し、研究する

地域活性化研究会

アセスメントの効率化研究会
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＜分科会＞
企業力向上の場としての

マッチングフェア・商談会の活用促進

＜地域ブランチ＞
参加事業者の参集状況等を鑑み、必

 
要に応じて開設。次頁参照。

地域ブランチA 地域ブランチB 必要に応じて
適宜開設

○２１年度のFCPの全体構成は下図の通り。

○地域活性化研究会では、研究会と並行して、分科会「企業力向上の場としてのマッチング・フェア・商談会の活用促

 
進」及び地域ブランチを立ち上げる。地域ブランチは、参加事業者の参集状況等地域の状況により必要に応じて開

 
設する。

地域活性化研究会の目的
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○研究会主催：農林水産省（FCP事務局）

○分科会・地域ブランチ

・平成21年度ＦＣＰ「地域活性化」研究会参加メンバーで、各分科会・各地域ブランチを立てたいと希望される方は農

林水産省（ＦＣＰ事務局）がＦＣＰ研究会として認定します。

・その後、希望される企業/団体・地域は、年間計画をまとめていただきエントリー受付します。

※複数地域可、個別のご相談も随時受付します。

分科会と地域ブランチについて

研究会の進め方

○研究会：本日を含め、年間４回実施を予定しています。内容は、下記の通り予定しています。

・第１回目：平成21年度FCPの進め方及び分科会・ブランチに関する情報共有

・第２回目：分科会、地域ブランチ、実行可能性調査に関する情報共有

・第３回目：分科会、実行可能性調査の中間報告及び意見交換（他の研究会を含めた全体会議）

・第４回目：分科会、実行可能性調査の成果報告及び意見交換（他の研究会を含めた全体会議）

○分科会

アンケートにより参加希望が多く、かつ、幹事希望のありました「マッチングフェア・商談会活用促進」について、分科

 
会を立ち上げます。

○地域ブランチ

都道府県レベルでFCPの研究活動を行う地域において、地域ブランチを設立します。（随時受け付け）

○地域活性化研究会の情報共有ネットワークの構築

メーリングリストを作成し、「協働の着眼点（第１版）」の活用事例等に関して、研究会に所属するメンバー間の情報

 
共有を促進します。
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４月初 ３月半【FCP事務局主催「地域活性化」研究会】情報共有・研究会の拡大
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エントリー認定 研究会へのフィードバック

分科会
【商談会】

６～２月

研究会成果
取りまとめ

ＷＧ実施
(各5回程度)

地域ブランチ
【Aブランチ】
イメージ

７～２月

研究会成果
取りまとめ

勉強会
(3回程度)

年間スケジュール

成果
取りまとめ

事業認定

調査実施

-３-

研究会
(第２回)

８～９月

研究会
(第３回)
中間報告

１１月２７日

研究会
(第４回)
成果報告

２月２４日

研究会
(第１回)

５月末



第 1 回 地域活性化研究会の概要報告 

 
・ 日時  平成 21 年 5 月 25 日（月） 14:00～16:00 
・ 場所  中央合同庁舎４号館 1220～1221 号室 
・ 出席者  22 事業者／団体 29 名 
 
＜議事次第＞ 

1. 挨拶 
2. 「地域活性化研究会」（分科会含む）の説明 
3. 質疑応答 
4. 分科会・地域ブランチの企画内容の説明 （ファシリテーター紹介を含む） 
5. 意見交換 
 
＜議事概要＞ 

はじめに、農林水産省フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）の神井チームリー

ダーより挨拶があり、今年度 FCP の展開、地域活性化研究会の主旨、及び、分科会の設定につ

いての概要の説明がありました。 
具体的には、 
・ 地域活性化研究会は、実行可能性調査、他研究会の成果の情報共有や意見交換の場とし

て位置付けること 
・ 研究会の下に分科会を設け、より具体的にして実践的な研究を行うこと 
・ 分科会は、事前に実施したアンケート結果より、幹事企業、自主的な立ち上げ団体があり、

一部は地域ブランチ形式で立ち上げること、等 
 
続いて運営事務局から、地域活性化研究会について詳細な内容の説明がありました。 
具体的には 
・ 目的は、「協働の着眼点（第１版）」の活用事例の収集と活用方法を検討し研究会の中で共

有することと、「食の安全と信頼確保」のための取組を促す方策を検討し提案していくこと

の２点 
・ 「企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会」を立ち上げるこ

と及び、岩手県と三重県において地域ブランチを立ち上げること、さらに、地域ブランチ

は今後研究会メンバーの申し出に応じて都道府県単位で適宜開設予定（随時受付）である

こと 
・ 今後の全体研究会のスケジュールは、下記のとおり 

第 2 回目（8～9 月）：分科会、地域ブランチ、実行可能性調査に関する情報共有 
第 3 回目（11 月 27 日）：分科会、実行可能性調査の中間報告、意見交換 
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第 4 回目（2 月 24 日）：分科会、実行可能性調査の成果報告、意見交換 
※第 3・4 回は他の研究会と合同で開催予定 

・また、研究会参加メンバー間等での情報共有としてメーリングリストなどの活用を予定して

いること 
 

次に、ファシリテーターより自己紹介をいただきました。 
 
続いて、「企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会」の主旨等につ

いて、幹事を努めていただく社団法人日本能率協会様より説明いただきました。 
具体的には 
・ 主な内容は、「協働の着眼点」を活用して、食品事業者とバイヤーとの商談や情報のやり取

りの効率化を図る「商材情報シート」を開発し、それらをマッチングフェア・商談会で活

用することによって企業力向上につながるような具体的方策を検討すること 
・ 分科会への参加を希望される方は、参加規約を確認の上、参加登録申込書に必要事項を記

入し、（6 月 19 日までに）事務局へ送付してほしいこと 
 
続いて、「岩手ブランチ」の主旨等について、岩手県のご担当より説明いただきました。 
具体的には、 
・ 主な内容は、農商工連携や 6 次産業化など、県内の産業構造の転換に寄与することが期待

される事業者に対して、行政や金融機関、大学などの支援機関とのマッチングやコーディ

ネートを行うとともに、「協働の着眼点」を活用した新たな金融支援制度や補助制度を研究

すること 
・ 新たなフードチェーンの構築を図るため、既存のビジネス支援事業等と連携するとともに、

ＦＣＰセミナーによる普及啓発活動と情報発信を行うこと 
 
続いて、「三重ブランチ」の主旨等について、三重県のご担当より説明いただきました。 
具体的には、 
・ 主な内容は、食品企業経営者を対象に、「協働の着眼点」を活用した気づきや一層の啓発を

行う研修会を行い、その中で、食品事業者が食の信頼向上に努め、企業価値の向上につな

がるよう、食品企業経営者向け研修プログラムの研究を行うこと 
・ 研修過程においては、三重大学との連携を進めるほか、参加企業の組織内でのケーススタ

ディも実施予定であること 
 
参加者の皆様から、自己紹介及び抱負について、一言ずついただきました。 
具体的には、 
・ ＢｔｏＢにおける取引等の評価の視点はなかなか明らかにならないが、今後は共有できる
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・ 三重県、岩手県の地域ブランチの説明をきいて、自分の地域でも立ち上げられるように、

早く実行に移したい。 
・ このような情報共有の場を活用して、視野を広げていければと思う。 
・ 地域の情報等が入手困難なために、地域産品を販売したくてもできないこともあるが、協

働の着眼点を活用することによって、そうした状況が解消され、より多くの消費者に地域

の食品を広げていけるよう考えていきたい。 
・ 食の安全・信頼向上に努めている地域の食品事業者等が報われるようになることを期待し

ている。 
・ 本研究会で得られた知見・研究結果を地域の食品事業者（またはバイヤー）にフィードバ

ックしていきたい。 
・ 地域の食品事業者に食の安全・信頼向上の意識を一層高めてもらいたいと考えており、ま

た、そのための一助になれればと考えている。 
・ 「食の安全」、「ブランドマネジメント」についての地域におけるスタンダード、業界にお

けるスタンダードを作っていければと考えている。 
・ 現状、業種間で連携し、情報共有することが困難な場面もあるが、フードチェーンにおい

て一連の仕組みができると望ましいと考える。 

 
＜配布資料＞ 

・ 資料１ 参加者名簿 
・ 資料２ 「平成 21 年度ＦＣＰについて」 
・ 資料３ 研究会・分科会説明用資料 
・ 資料４ 研究会参加規約 
・ 参考 分科会・地域ブランチの企画概要 

       以上 
 
 



「フード・コミュニケーション・プロジェクト」について 
 

平成２１年５月 

農林水産省表示・規格課 

１．ＦＣＰの概要 

（１）フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）は、農林水産省が、「食」に対する

消費者の信頼向上のため、平成 20 年度から立ち上げた取組み（３ヵ年計画） 
 

（２）消費者ニーズが多様化するなか、一律の規制ではなく、意欲的な食品事業者の

取組みの活性化により、消費者の信頼向上を図ることを提案 
 

（３）ＦＣＰでは、食品事業者の行動の「見える化」をテーマに取組みを推進 

 
・あらゆる場面で、意欲的な食品事業者等の主体的な参画を働きかけ 

・食品事業者等が、着目すべき行動のポイントを取りまとめ（「協働の着眼点」） 

・食品事業者の行動について、「協働の着眼点」に則した情報の受発信を活性化 

・意欲的な行動が適正に評価される機会を増大、フードチェーン全体で透明性向上 

 

 

 

 

 

２．平成２０年度の取組 

（１）多様な関係者と農林水産省との間で「情報ネットワーク」を構築 
 

・ＦＣＰの基本的な考え方に賛同する食品事業者等と情報を共有し、意見募集等を実施 

・昨年６月から募集を開始し、４月現在で、約２３０社／団体が参画 
 

 

 

（２）作業グループによる「協働の着眼点（第１版）」を策定 
 

・製造、卸売、小売の業種別、観点別に９つの作業グループを編成。計７０社が参画して、計４２回会

議を開催 

・「食に携わる関係者が、それぞれの立場で、また連携して消費者の信頼を高めていくために着目す

べきポイント」を、現場の知恵を積み上げて作成 

 

 

 

 

 

（３）「協働の着眼点」の活用方策を「研究会」で検討し、提言をとりまとめ 

・「企業行動の情報発信」「アセスメント」「地域活性化」の３テーマで、計８８社／団体が参画して、計１

６回会議を開催 

・平成２１年度以降、ＦＣＰが推進すべき（自らも参加を希望する）研究会や実行可能性調査（パイロット

事業）について、農林水産省に提言 
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３．平成２１年度の展開 

 平成２１年度は、昨年度整えた仕組み「協働の着眼点」の活用事例を創っていくこと

が最大のテーマ。 

さらに、食品事業者等の具体的な活動を消費者、食品事業者等に伝えていく動き

も本格化。 

 

（１）食品事業者等に対して「協働の着眼点」の活用を働きかけ 

   
・パンフレット等の説明資料を開発し、あらゆる機会を捉えて、ＦＣＰの主旨や取組内容を分かりやすく

情報発信 

・「協働の着眼点」の活用事例を収集し、消費者、食品事業者等に対して発信、さらなる活用を促進 

・地方公共団体等と連携した普及活動や情報共有ＮＷ参加者の協力を得た説明会を重点的に実施 

 

 

 

 

 

（２）テーマ別の研究会やパイロット事業で具体的な活用例を創出 

 
・情報共有ＮＷ参加者を対象に、「協働の着眼点」の具体的な活用に関するテーマ別研究会、パイロット

事業（実行可能性調査）を実施 

・【想定されるテーマ】 

消費者との対話促進、マスメディアとの意見交換のあり方、ＦＣＰポータルサイト（仮称）の構築、アセ

スメントシート開発、業務評価基準の開発、商談会での活用促進、工場監査の基礎項目の標準化・共

有化     等 

 

 

 

 

 

 

 

（３）食品事業者等の間の「協働」の取組を活性化 

 
・テーマ別研究会やパイロット事業に参加する食品事業者等の間で情報共有、意見交換を活性化し、

消費者の信頼向上のための調査・研究など、業種を越えた「協働」の取組が展開される機運を醸成

・ＦＣＰの活動を対外的に表明する自主賛同の仕組み（キャッチフレーズ等を含む）を検討し、食品事

業者等の連携強化を促進 

 

 

 

 

 

（４）「協働の着眼点」の持続的な改善 

 
・食品事業者等と消費者、地方公共団体、農水省等が参加する「対話」の場を試行することなどにより、

社会的要請を踏まえて「協働の着眼点」を持続的に改善する仕組みを検討 

・情報共有ＮＷ参加者に参加を呼びかけ、「協働の着眼点（第2版）」の策定について検討する作業グル

ープを開催 
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○フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき、食品事業者や都道府県等、

 
様々な主体と地域における「協働の着眼点（第１版）」の活用事例の収集及び適切な活用方法を検討し、情報共有

 
を図る。また、上記の検討に基づき、様々な地域における「消費者の食に対する信頼を確保するための取組」を促

 
進、支援する為の方策や取組について提案をとりまとめる。

２１年度ＦＣＰの全体構成と地域活性化研究会

実行可能性調査事業

企業行動の情報発信研究会

＜目的＞
ビジネス現場での「協働の着眼点」
活用の実行可能性を実証する

＜目的＞
「協働の着眼点」の活用に関して

テーマを設定し、研究する

地域活性化研究会

アセスメントの効率化研究会

「協

 
働

 
の

 
着

 
眼

 
点

 
」の

 
具

 
体

 
的

 
な

 
活

 
用

 
例

 
の

 
創

 
出

 
に

 
つ

 
な

 
が

 
る

 
取

 
り

 
組

 
み

<

実
証
可
能
性
調
査
事
業
・
研
究
会
の
対
象>

＜分科会＞
企業力向上の場としての

マッチングフェア・商談会の活用促進

＜地域ブランチ＞
参加事業者の参集状況等を鑑み、必

 
要に応じて開設。次頁参照。

地域ブランチA 地域ブランチB 必要に応じて
適宜開設

○２１年度のFCPの全体構成は下図の通り。

○地域活性化研究会では、研究会と並行して、分科会「企業力向上の場としてのマッチング・フェア・商談会の活用促

 
進」及び地域ブランチを立ち上げる。地域ブランチは、参加事業者の参集状況等地域の状況により必要に応じて開

 
設する。

地域活性化研究会の目的
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○研究会主催：農林水産省（FCP事務局）

○分科会・地域ブランチ

・平成21年度ＦＣＰ「地域活性化」研究会参加メンバーで、各分科会・各地域ブランチを立てたいと希望される方は農

林水産省（ＦＣＰ事務局）がＦＣＰ研究会として認定します。

・その後、希望される企業/団体・地域は、年間計画をまとめていただきエントリー受付します。

※複数地域可、個別のご相談も随時受付します。

分科会と地域ブランチについて

研究会の進め方

○研究会：本日を含め、年間４回実施を予定しています。内容は、下記の通り予定しています。

・第１回目：平成21年度FCPの進め方及び分科会・ブランチに関する情報共有

・第２回目：分科会、地域ブランチ、実行可能性調査に関する情報共有

・第３回目：分科会、実行可能性調査の中間報告及び意見交換（他の研究会を含めた全体会議）

・第４回目：分科会、実行可能性調査の成果報告及び意見交換（他の研究会を含めた全体会議）

○分科会

アンケートにより参加希望が多く、かつ、幹事希望のありました「マッチングフェア・商談会活用促進」について、分科

 
会を立ち上げます。

○地域ブランチ

都道府県レベルでFCPの研究活動を行う地域において、地域ブランチを設立します。（随時受け付け）

○地域活性化研究会の情報共有ネットワークの構築

メーリングリストを作成し、「協働の着眼点（第１版）」の活用事例等に関して、研究会に所属するメンバー間の情報

 
共有を促進します。

-２-



Ｆ
Ｃ
Ｐ

 年
度
事
業
報
告
・

 年
度
事
業
説
明
会

地
域
活
性
化
調
査
・提
案
取
り
ま
と
め

５月半

４月初 ３月半【FCP事務局主催「地域活性化」研究会】情報共有・研究会の拡大

20

21
実
行
可
能
性
調
査
事
業
説
明
会

エントリー認定 研究会へのフィードバック

分科会
【商談会】

６～２月

研究会成果
取りまとめ

ＷＧ実施
(各5回程度)

地域ブランチ
【Aブランチ】
イメージ

７～２月

研究会成果
取りまとめ

勉強会
(3回程度)

年間スケジュール

成果
取りまとめ

事業認定

調査実施

-３-

研究会
(第２回)

８～９月

研究会
(第３回)
中間報告

１１月２７日

研究会
(第４回)
成果報告

２月２４日

研究会
(第１回)

５月末



企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会
 活用促進分科会について

＜幹事団体＞
社団法人

 

日本能率協会
産業振興本部

 

FOODEX 事業部

 

箱崎

 

浩大
＜FCP運営事務局窓口＞

株式会社

 

アール・ピー・アイ

 

大島、丸木

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト



■分科会開催趣旨■

１）地域活性化研究会の提言１にもとづき、標記活動を推進するために分科会を組織。

２）「協働の着眼点」を活用しマッチングフェアや商談会においてバイヤーと食品事業者

 との情報のやり取りの効率化を図る「商材情報シート」を開発。

３）２）をもって、バイヤーからの評価・フィードバックを収集。自社取り組みを振り返りさ

 らには商品開発のスタートポイント、営業活動におけるPDCAサイクルの基準点とし

 てマッチングフェア・商談会を活用することで企業力向上が図れることを動機付けさ

 せる具体的方策を検討する。

＜具体的検討課題＞
①マッチングフェア・商談会における食品事業者とバイヤーとの
商談を円滑化する「商材情報シート」の開発と連動利用の研究

②マッチングフェア・商談会を活用することで企業力向上が
図れることを動機付けさせる具体的方策を検討

-1-



■分科会のすすめ方■

■第１回は６月下旬ないしは７月初旬を予定
実践的で且つ集中的に活動を進めるために、ワーキンググループを形成

 し「商材情報シート（素案）」を作成。
■第２回分科会開催時（９月下旬を予定）に参加者からの同意を得て
「商材情報シート」を実用化。（進行上で途中報告会を実施も検討）

■第３回～第４回（２月中旬を予定）
商材活用シートを用いた実商談におけるモニタリングの報告。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

【WG】
シート素案の作成

第１回 第２回 第３回から第４回

WGの編成WGの編成

【分科会】
実用化の検討

【分科会】
商談会でのモニタリング

 
結果の報告

成果のまとめ成果のまとめ

【スケジュール】

研
究
会
（
成
果
報
告
）

-２-
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究
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■成果の活用・アウトプット■

■「商材情報シート」の実用化

■マッチングフェア・商談会における企業力向上を実現するスキーム作りを

 検討・アウトプット

商談会商談会

生産者
事業者

バイヤー

商材
情報シート

①参加登録

①参加登録

商材
情報シート

②シート送付

③シート記入
④事前配布 ⑤商品に関する提案・指導

マッチング

⑥商品改善・商談会参加

⑥商談会参加

⑦商品に関する提案・指導

マッチング

 
率向上

企業力

 
向上

＜イメージ図＞

■今後の展開イメージ
・分科会参加メンバーをはじめとする関係者が関与する商談会等での活用を促進

-３-



ＦＣＰ岩手ブランチの活動方向ＦＣＰ岩手ブランチの活動方向

（１）「食」を基軸とした地域経済の活性化
農林水産業から食品製造業、関連産業（流通・観光等）を
一つの産業群（食産業）と捉え、従来の枠組みに捉われない
多面的な視点で産業育成を図る。

 

【岩手県産業成長戦略】
（２）岩手県版ＦＣＰ

 

「食の透明性確保は地域を活性化する」
①視点：食品産業のみえる化の推進⇒農林水産業の活性化
②行動：突破口は具体的なビジネス+拡大のための制度設計

縮小経済時代
↓

地方の
生き残り戦略
（利益戦略）

新たな関係づくり
＝

 

ﾌｰﾄﾞﾁｪｰﾝの構築

ﾏｯﾁﾝｸﾞ・ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ

制度（金融・補助）

産業構造の転換

支
援
機
関

●活動

 

■イベント

種類 活動内容 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

ＦＣＰｾﾐﾅｰ（県） 普及啓発活動、情報発信

地域活性化
研究会（国）

岩手ﾌﾞﾗﾝﾁの活動報告

制度研究会（県）
岩手版の支援制度の構築

モデル創出活動（県）
具体的な事例創出の活動

農商工

 

連携の

 

視点

６次産

 

業化の

 

視点

業態拡大垂直連携

地方の産業活性化の着眼点

＋

 

FCP着眼点

生産者

流通業

食 品
事業者

産
業
構
造
の
転
換

発表 発表

中間

 

報告制度設計調査

最終

 

報告
予算要求

ｾﾐﾅｰ
準備

現地検討会① 現地検討会② 現地検討会③

最終

 

報告

１　地方大手による牽引型モデル
■開発力や販売力のある最終加工型の地方大手企業に、関連の一次加工メーカー等
を牽引させ経済効果を波及。結果的に産地からの原料のままの流出を抑え、付加価値
を地域に囲い込む構造改革を推進。大手をさらに伸ばして雇用増も期待。

産　地
市　場
（原料）

地方大手
水産メーカー

冷蔵冷凍業

（冷凍・選別）

中堅メーカー
（一次加工）

域
外

域内

成長支援

取引支援

取引支援

マーケット

事業者間
の着眼点

モデル創出活動
・フードチェーン
に着眼し具体の
モデルを創出

制度研究会
・モデルのフード
チェーン全体を
評価する仕組み
＋支援制度

活動の考え方（具体イメージ）

ＦＣＰ岩手ブランチの活動

新たな枠組み

接近

融合

進出

支援機関
の着眼点

支援機関

ＦＣＰ

ＦＣＰ

岩手県のスタンス





地域ブランチ（三重県）
 協働の着眼点を活用した企業価値向上に関する分科会

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト



昨年度の研究会からの流れ

食の信頼性向上に努めることが、自らの企業価値を高め、ひいては新しい
「強み」となるといった発想を持つ事業者が増加するよう、一層の啓発が求
められている。そのためには、「協働の着眼点」を人材育成カリキュラム検
討の基礎とすることで食の信頼性向上について、トータルで戦略を考える
ことのできる人材育成を容易にすることが重要とされる。

本年度は、上記のような昨年度研究会における提言をふまえ、三重県内
において、従来から県内企業を対象に取り組んでいる「経営品質向上プロ
グラム」ならびに、三重県独自の事業として食品事業者を対象に実施して
いる「食の信頼回復サポート事業」（食品衛生管理等の専門家の派遣事業）な
どの取組の成果をベースに、次のような目的の地域ブランチを発足させた
いと考えている。

地域ブランチ（三重県）の目的
食品企業経営者を対象に企業価値向上のための研修会を実施し、その
中で「協働の着眼点」の効果的な活用方法や、それを反映した食品事業
者向け研修プログラムの研究を行う。

三重大学とも連携し、「協働の着眼点」を利用した企業価値分析について
研究し、その結果を研修の中で事業者にフィードバックする。
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分科会の活動概要／スケジュール
経営者向けの企業価値向上研修会を実施する

実施期間： ７月 ～ １月

活動予定： 全６回開催予定

各回テーマ・スケジュール： 下記フロー図参照

各回の研修会ではグループワークを活用するとともに、参加企業の組織で実践して
みた体験発表を実施します。

第6回は成果発表とともにケーススタディ・企業価値分析の結果を報告します。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

研修会実施研修会実施

第２回第１回 第３回 第４回 第５回 第６回報告・発表

ケーススタディ・企業価値分析実施ケーススタディ・企業価値分析実施

研修プログラムの修正研修プログラムの修正

研修プロ
グラム作成

研修プロ
グラム作成

-２-

中間報告
（11/27）

成果報告
（2/24）



研修の概要（案）

第1回
 

わが社はなぜお客様に選ばれているのか？

第2回
 

お客様の期待に応えるリーダーシップ

第3回
 

お客様とのツーウェイコミュニケーション

第4回
 

お客様の期待に応える組織づくり

第5回
 

地域から愛され、尊敬される企業とは？

第6回
 

研究成果報告と研修成果の発表

※講師には、食品衛生管理、企業経営戦略などの専門家、研究者を予定。

※研修参加企業（県内食品事業者を対象）に対して、ケーススタディとして実施する

 「協働の着眼点」を活用した企業活動分析の手法を援用した、参加企業による

 自社の行動の振り返り作業、協働の着眼点を利用した企業価値向上計画づくり

 等を実施する予定。

検討結果を研究会へ反映
（ブランドマネジメント・地域プラットフォームの観点から）

-３-



成果・アウトプットイメージ
企業価値向上の観点での「協働の着眼点」の活用事例分析

食品事業者向け企業価値向上研修プログラムの作成

今後（次年度以降）の展開イメージ
本年度の成果を反映した食品事業者向けの研修プログラムを用いて、県内
食品企業経営者向けに「協働の着眼点」を反映した企業価値向上研修を実
施していく。

-４-



第１回　「地域活性化研究会」参加者名簿

平成21年5月25日

横浜商科大学　地域産業研究所

岩手県

愛媛県

三重県

株式会社アイ・エス・レーティング

株式会社アイティ総研

一神商事株式会社

株式会社イトーヨーカ堂

株式会社愛媛銀行

株式会社京王百貨店

有限会社ケンプランニングオフィス

信金中央金庫

ダーマ株式会社

株式会社東急ストア

東京海上日動火災保険株式会社

日本検査キューエイ株式会社

日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社

社団法人日本能率協会

株式会社フードゲート・ネットワークス

株式会社マスヤグループ本社

ミツイワ株式会社

三菱商事株式会社

（企業／団体名五十音順）

※個人情報保護の関係上、参加者の個人名は省略させていただきました。
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平成 21 年度 FCP 中間報告会 地域活性化系 概要報告 

 
・ 日時：   平成 21 年 11 月 27 日（金）15：45～17：10 

・ 場所：   東京大学弥生キャンパス 弥生講堂アネックス セイホクギャラリー 

 

＜議事次第＞ 

１． 地域活性化系の主要テーマについて 

２． 実行可能性調査の進捗報告 

１）「地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト」 

２）「全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商品支援事業」のモ

デルの構築と運営事業」 

３． 地域ブランチの進捗報告 

１）岩手ブランチ 

２）三重ブランチ 

３）和歌山ブランチ（予定） 

４）愛媛ブランチ 

 

＜議事概要＞ 

はじめに、財団法人日本システム開発研究所の中山様から、地域フィールドで「協働の着眼点」を理

解、活用いただく際のポイントについてお話いただき、その中で地域活性化系実行可能性調査、分科会

の各事業者がどの様に「協働の着眼点」の活用を進めているかをご紹介いただきました。続いて実行可

能性調査及び地域ブランチを推進いただいている事業者の方からそれぞれの取組についてご報告いた

だきました。 

 

地域活性化系の主要テーマについて 

財団法人日本システム開発研究所 中山様 

・地域をフィールドとした場合は、ご家族でやられているような中小零細の食品事業者さんが大半を占め

ている。自分の取組を振り返り、情報をテキスト化して外に見せていく経験のない事業者さんに、「協

働の着眼点」の有効性を理解いただき、自分の本業に活かしていけるように支援することは、現場に

近い目線で、息長く、時には励ましながら進めることが重要である。 

・実行可能性調査事業では、カタログ販売とアンテナショップという２つのタイプの流通チャネルの中で

「協働の着眼点」をどう活用するかということを検討していただいている。 

・一方、地域ブランチでは、それぞれの地域の取組をベースに、「協働の着眼点」をどう活かしていくかと

いう視点から岩手県・三重県・愛媛県で地域ブランチが立ち上がり、和歌山でも予定している。既存の

コンテンツの中にどう「着眼点」を入れ込んでいけるのかという、かなり応用的な取組をしている。 
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＜実行可能性調査の進捗報告＞ 

「地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト」 

株式会社 CTU 村上様 

・ 全国で作られている少数、小ロットだが優れた商品を発掘し、販売の効率を高め、安全・安心

に関して意欲的な食品事業者（生産者を含む）にメリットが還元される仕組みを「わんまいる」

というカタログ販売チャネルを通じて実証する。 

・ 具体的な検証のポイント 

① 「協働の着眼点」を活用した評価・改善システム開発の効果」 

② 「その取組実践後の消費者および食品事業者、ファミリーネットワークシステムズ（ＦＮＳ）（わんま

いる主催者）における変化（メリット）の検証」 

・ インターネット上で食品事業者の登録・取組内容の評価システムを構築し、食品事業者にメールを配

信し参加を呼びかけた。システムを稼動させてわかった問題点と今後の方針は以下の３点 

① 新規の取引候補約 3000 社にメールを配信したが、十分なアクセス数および登録数が得られなかっ

た。アセスメント視点を「切り捨てる」ためのものから「拾い上げる仕組み」へと見直しを行う。 

    

② インターネットによるシステムは、小規模事業者には対応が難しく「地域の良いモノ」が拾えない可

能性がある。今後は、インターネット上のシステムに加え、電話や対面での聞き取りを通じ、対象事

業者の取組を幅広く捉えることとする。 

 

③ 登録事業者の評価基準が不明確であることから、基準設定を行う必要がある。そのため、既存取

引事業者の取組内容から、新規事業者の評価基準づくりを行う。 

 

 

 

「全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商品支援事業」のモデルの

構築と運営事業」 

（有）ケンプランニングオフィス 木川様 

・調査フィールドの「とれたて村」は、板橋区の商店街組合が運営する地方産品の直売アンテナショップ。 

・本調査事業の目的は、「事業者の現況確認」と「事業者への気づき、改善への取組の支援」を通じて、

以下の成果を検証することにある。 

① 「とれたて村」が現有する、取扱商品の「消費者への説明責任」への不安の低減、リスクの軽減。 

② 「とれたて村」と食品事業者との理解の深まりと信頼性の向上。 

③ 消費者の「とれたて村」商品及び食品事業者への不安の低減、信頼性の向上。 

④ 協働の着眼点の活用に取り組む「とれたて村」に対する、消費者の評価・ロイヤリティ等の向上 

⑤ 食品事業者の信頼性向上のための取組の継続、ブラッシュアップ 

・第１回目の現況調査は、とれたて村に参加する自治体を通じ、４自治体で約 80 事業者をリストアップし

「自己採点方式」のシートを配布、記入を依頼したが調査項目が難解であったため、有効な回答は得

られなかった。 

・第２回目の現況調査では、FCP の理念や必要性を説明し、食品事業者の取組を引き出しつつ自発的に

記入を促す方式に変更。調査シートは「自由記述式」のベーシック 16 を採用。 

・今後は、「参加市町村、食品事業者の追加と補足ヒアリング」、「ブラッシュアップ作業内容のフォーカス、
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支援実施、成果を反映した製品試作」、「消費者用の、FCP の理念と商品説明ツールの試作」、「ブラッ

シュアップした商品のテスト販売、マーケティング」を通じ、零細・小規模事業者であっても、「協働の着

眼点」に基づく良いモノづくりができ、消費者とのコミュニケーションの深化によって「売れる」環境づくり

ができることを検証する。 

 

＜地域ブランチ＞ 

岩手ブランチ「“いわての食の安全・安心”を企業価値に換える取組を支援します！」 

岩手県 照井様、小笠原様 

・ 岩手県では、平成 20 年 1 月に策定した「いわて希望創造プラン」において、その重点事項の一つに

「食産業の展開」を掲げ、食の安全・安心をベースに、総合産業としての成長を目指している。 

・ その基本的な考えのもと、県内食品事業者の支援と、農商工連携による安全・安心のフードチェーン

の構築による地域活性化というテーマで、岩手ブランチを設立した。 

・ 岩手ブランチでは、現在５金融機関、９食品製造業者及び県機関が参加し、消費者に向けて企業活

動を“見える化”したモデルの構築と、企業価値向上のためのサービス提供と制度設計について取

組んでいる。 

・ 具体的な対応すべき内容を、「経営力強化のための支援」、「事業者・地域連携のための支援」「経

営品質向上のための支援」「消費者コミュニケーション支援」の４つの柱に整理し、企業支援のプロセ

スに FCP の考え方を組み込んでいる。 

・ また、FCP に取組むにあたって、県庁内部においても“見える化”することで、部局を超えて連携し、

企業支援の幅を広げるとともに、支援提供する機会を増やすことができるなど効果があると考えてい

る。 

 

 

三重ブランチ「協働の着眼点を活用した企業価値向上に関する分科会」 

三重県 山戸様 

・ 三重ブランチでは、県の実施する食品事業者向けの研修に「協働の着眼点」を取り入れ、ブランチの

活動と位置づけて事業を実施している。 

・ 食品企業経営者を対象に企業価値向上のための研修を実施し、「協働の着眼点」の効果的な活用

方法やそれを反映した食品事業者向け研修プログラムの研究を行っている。 

・ グループワークを中心とした食品企業トップセミナー（全６回）をこれまでに５回実施。セミナーを通じ

て、「優れた経営の仕組みづくり」の支援と、食の 「安全と安心」 を通じて、食への信頼向上に取り

組む組織のリーダーの気づきを与えることを目指している。最終回では、「わが社の、お客様に信頼

される企業づくり」をテーマで発表会を予定している。 

・ 今後は、自己点検シート（協働の着眼点）の作成とアンケートの提出を予定。記入シートとアンケート

から、経営の確認ツールとしての有効性や、セミナーの理解度を測り、次年度以降のセミナーに反映

させ、食への信頼向上に取り組む事業者を増やしていきたい。 

 

和歌山ブランチを立ち上げ予定について 

和歌山県 庄様 

・ 平成 19 年にマーケティングを中心に行う部署ができ、商談会等を行い、一定の成果をあげてきたが、

今後の展開が課題となっている。「協働の着眼点」及び「商談会シート」を通じて、現状を打開するこ
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とを期待し、FCP への参画を行っている。中間報告会の場で、先進事例を勉強しつつ、ブランチ設立

の可能性を考えていきたい。 

 

愛媛ブランチ「えひめフード・バリュー・チェーン研究会」 

財団法人日本システム開発研究所 中山様 

・ 農商工連携のためのファンドとネットワークは県内でつくられているが、なかなか具体的な動きにつ

ながっていない。その動きを生み出すコミュニティーをつくるために「着眼点」が使えないかという発想

で動き出している。 

・ 10 月にセミナーを行い、12 月に発足予定。年度内に４回の会合を予定している。 

・ 「協働の着眼点」を活用した商談会シートを活用しながら、どのような産品をつくれるか、ワークショッ

プを行う研究会を予定している。 

 
＜配付資料＞ 

１．「わんまいる」の説明資料 

２．「とれたて村」の説明資料 

以上 



第 3 回 地域活性化研究会の概要報告 

 

・日時 平成 22 年 1 月 21 日（木） 16:00～17:30 

・場所 TKP 東京駅ビジネスセンター 

・出席者 12 事業者 13 名 

 

＜議事次第＞ 

１．農林水産省 挨拶  

２．地域活性化研究会（分科会・ブランチ・実行可能性調査）の進捗状況  

＜分科会＞ 

○商談会分科会 

＜地域ブランチ＞ 

○岩手ブランチ 

○三重ブランチ 

○愛媛ブランチ 

＜実行可能性調査＞ 

○地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト 

○全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商品支援事業」のモ

デルの構築と運営事業 

３．協働の着眼点に対する意見交換 

 

＜議事概要＞ 

はじめに、農林水産省フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）の神井チームリーダーより挨拶

があり、今年度の FCP の展開について説明がありました。 

 

続いて、事務局より地域活性化研究会の目的、概要を説明しました。そして「企業力向上の場

としてのマッチングフェア・商談会の活用促進」分科会の成果等について、幹事企業である社団法人

日本能率協会様より説明いただきました。 

具体的には 

・ 計 3 回の分科会、計 2 回のワーキングを実施し、「協働の着眼点」を活用した商談会・展示

会シートを作成した。 
・ 現在は分科会で検討してきたシートを実際に様々な商談会で使い始めている。今後はシー

トの内容などを検証していくことが重要である。 
・ 商談会や展示会の主催者が異なっても使用するシートが同じであると、出展する事業者の

成長や、シートの内容のブラッシュアップにつながるのではないか。 
・ 今後もより多くの商談会・展示会で活用していくことが重要であると考えている。 
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続いて、「岩手ブランチ」の活動について、担当のファシリテーターより説明いただきました。 

具体的には、 

・ 「協働の着眼点」を活用して、事業者の意欲的な取組を積極的に情報発信することによっ

て「見える化」を図り、ビジネスチャンスの拡大や地域活性化につなげる活動をしている。 
・ 具体的な取組としては金融機関による流動資産担保に関する研究会の開催や事業者を訪問

して「協働の着眼点」の普及・活用促進などに取り組んでいる。 
・ 2/10に開催する第2回岩手ブランチで今年度の成果と今後の課題等を発表する予定である。 
 

続いて、「三重ブランチ」の活動について、担当のファシリテーターより説明いただきました。 

具体的には、 

・ ＦＣＰの考え方を取り入れた経営品質向上プログラムを作成し、県内事業者を対象とした

セミナーを合計 6 回開催した。参加事業者からは、自社の振り返りができるなど、今後の

三重ブランチへの期待等に関するご意見を頂いた。 
・ 参加事業者には、「協働の着眼点」の大項目（ベーシック 16）について、初回と最終回に自

社の取組を実際に記入していただいた。初回は記入しづらいように見受けられたが、最終

回では理解して書いてもらえるようになったと感じている。 
・ 次年度以降は、本プログラムと商談会シートをリンクして取り組むことも考えている。 
・ 今回のプログラムは成果としてＨＰ等で公開し、幅広く活用されることを期待している。 
 

続いて、「愛媛ブランチ」の活動について、担当のファシリテーターより説明いただきました。 

具体的には、 

・ 昨年の 10 月に FCP セミナーを開催した。12 月に第 1 回目のブランチを開催し、ワークシ

ョップ形式にて、生産者や農業法人、小売業などの参加者から、食の信頼向上の取組など

について意見交換を行った。 
・ 今後は「協働の着眼点」や「商談会シート」を活用し、県産品の活用方法などについて検

討していくとともに、県の農商工連携などに関する施策にも反映していく予定である。 
 

続いて、地域活性化に関する実行可能性調査の概要について、事務局より説明しました。 

「地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト」ついて、具体的には、 

・ 現在、カタログ販売を利用する消費者の食品事業者に対する信頼性向上や、カタログ販売

者と食品事業者との連携強化や事業リスク軽減等の多面的な効果について検証している。

その評価システムを Web 上に作り自動的に評価することは、難しいとの課題もあがってい

る。 
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「全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商品支援事業」のモデル

の構築と運営事業」ついて、具体的には、 

・ 地域の特産品を販売する店舗「とれたて村」と連携して取り組んでいる。店舗に出店して

いる地域の小規模な事業者の取組に対し、「協働の着眼点」を活用した評価を行った。 
・ 評価を行う際、地域の事業者に対し「ベーシック 16」の記入を書面で依頼するだけでは書

いてもらえず、実際に対面で説明しながら記入してもらうことが必要であった。 
・ 実際の取組を店頭で消費者に伝え、実際に販売する。そして、消費者の食品事業者に対す

る信頼性や店舗と事業者との連携の強化等の効果について検証していくこととしている。 
 
最後に「協働の着眼点」に対する意見交換を行いました。 

具体的には、 

・企業の総合的なレベル感を知るためのツールとして有用である。また、共通認識を持つため

に、お互いに考えていることを確認していくための共通言語としても有用である。 
・実際に企業アンケートを実施したところ、自社の取組を文章化することに慣れていない企業

においては、大項目のような抽象的な言葉より、具体例を見て判断している場合が多かった。 
・「ベーシック 16」ができたことにより、「協働の着眼点」が親しみやすくなった。さらに「協

働の着眼点」を普及していくためのツール、パッケージがあると良いのではないか。 
・企業が成長するためには有効だが、一方でこれから取り組もうとする人には、記入できない

項目が生じてしまう懸念もあるのではないか。どこが一番の売りでどこが一番の課題である

ということを示せる工夫があると良いと考える。 
・今後は、「協働の着眼点」を活用した事例が周知・普及されて、増えていく段階ではないか。

例えば実際に「協働の着眼点」を理解している商談会出展事業者もいて、具体的な成果は出

てきている。同様に、来場者（バイヤー等）への周知も重要である。 
 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 参加者名簿 

資料２ 第２回地域活性化研究会資料 

資料３ 中間報告会発表用資料 

資料４ 協働の着眼点〔製造版〕 

参考１ 食の信頼を創るベーシック 16 

参考２ ベーシック 16 の記入例 

       以上 



 

フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ） 

第 3 回 地域活性化研究会 

 

日時：平成２１年１月２１日（木） 16：00～17：30 

場所：TKP 東京駅ビジネスセンター９階 カンファレンスルーム 29C 

 

議事次第  

１．挨拶  

２．地域活性化研究会（分科会・ブランチ・実行可能性調査）の進捗状況  

＜分科会＞ 

○商談会分科会 

 ＜地域ブランチ＞ 

○岩手ブランチ 

  ○三重ブランチ 

  ○愛媛ブランチ 

 ＜実行可能性調査＞ 

  ○地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト 

○全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商

品支援事業」のモデルの構築と運営事業 

３．協働の着眼点に対する意見交換 

 

＜配布資料＞ 

資料１ 参加者名簿 

資料２ 第２回地域活性化研究会資料 

資料３ 中間報告会発表用資料 

資料４ 協働の着眼点〔製造版〕 

＜参考資料＞ 

○食の信頼を創るベーシック 16 

○ベーシック 16 の記入例 



フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）
 第二回

 
地域活性化研究会

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

資料2



○フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき、食品事業者や都道府県等、

 
様々な主体と地域における「協働の着眼点（第１版）」の活用事例の収集及び適切な活用方法を検討し、情報共有

 
を図る。また、上記の検討に基づき、様々な地域における「消費者の食に対する信頼を確保するための取組」を促

 
進、支援する為の方策や取組について提案をとりまとめる。

２．２１年度ＦＣＰの全体構成と地域活性化研究会

実行可能性調査事業

企業行動の情報発信研究会

＜目的＞
ビジネス現場での「協働の着眼点」
活用の実行可能性を実証する

＜目的＞
「協働の着眼点」の活用に関して

テーマを設定し、研究する

地域活性化研究会

アセスメントの効率化研究会

「協
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象> ＜分科会＞

企業力向上の場としての
マッチングフェア・商談会の活用促進

岩手ブランチ

○２１年度のFCPの全体構成は下図の通り。

○地域活性化研究会では、研究会と並行して、分科会「企業力向上の場としてのマッチング・フェア・商談会の活用促

 
進」及び地域ブランチを実施している。地域ブランチは、現在までに岩手ブランチ、三重ブランチ、愛媛ブランチの３

 
ブランチを実施している。

１．地域活性化研究会の目的

三重ブランチ 愛媛ブランチ

1



企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会

目的 ○「協働の着眼点」を活用しマッチングフェアや商談会においてバイヤーと食品事業者との情報のやり取りの

 
効率化を図る「展示会・商談会シート」を開発する。

○商品開発、営業活動におけるPDCAサイクルのスタートポイントとして、マッチングフェア・商談会を活用す

 ることで企業力向上を図る具体的方策を検討する。

進捗 分科会で情報共有と意見交換を行う。（効率的な議論集約のため、ワーキンググループを組織）

第1回分科会

H21.7.15
概要：マッチングフェア・商談会の課題と改善点の整理、現行の「展示会・商談会シート」の課

 
題と改善点の整理を実施。

第1回WG
H21.8.5

概要：「展示会・商談会シート」における必要な項目、利用イメージ（利用タイミング、主要な利

 
用者）等につき、意見交換を実施。

第2回WG
H21.8.28

概要：

 

第1回の分科会及びＷＧにおける議論に基づき、「展示会・商談会シート」案を作成し

 
た。

第2回分科会

H21.9.11
概要：分科会、ＷＧの議論を踏まえ作成した「展示会・商談会シート」案を示し、意見交換を実

 
施。最終案につき、秋期以降の展示会・商談会において実際に利用することを確認した。

第3回分科会

H22.1.21
概要：秋期以降の展示会・商談会における実際の利用例を基に、課題の整理、今後の展開

 
方向について確認した。

今後の展開 実際のマッチングフェア・商談会における利用を通じて、必要項目や使い勝手等につき、検

 
証を行い、分科会において再検討を実施する予定。

3．企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会の概要
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「商談会・展示会シート」

○項目選定にあたっては、「協働の着眼点」との関連付けに配慮した。
商談会・展示会シートの項目は、商談や取引における必要性の視点と「協働の着眼点」との関連性との視点を考

 
慮しながら、選定した。
○レイアウト・構成上の留意点：基本的な３０項目に絞込みを行った。

A４の両面程度のボリュームで、「わかりやすく」、「ビジュアル」を利用するといった点に留意した。

3．企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会の概要

ワークショップ形式による商談会シート記入研修の様子

実際の利用例

3



4-1. ＦＣＰ岩手ブランチ

目的

「フード・コミュニケーション・プロジェクト」における食品事業者の行動の透明性確保という課題を、「攻めの対

 
策」と捉え、岩手県においては「ＦＣＰ岩手ブランチ」を設立した。

農商工連携や６次産業化の推進による業態の拡大等に寄与する活動とし、ブランチに参加する関連事業者

 
等が一体となり、県内食品事業者への支援を通じて食産業を核とした地域の活性化を図る。

また、県内におけるＦＣＰ活動の研究と県内食品事業者支援の基盤構築に取り組み、ビジネスとして発展性

 
のある具体的モデルの創出を目指す。

進捗

第1回
H21.6.26

農林水産省からFCPの概要説明を行った後に、岩手県庁から県内におけるFCP推

 
進にあたっての方針を説明した。

また、県内企業における実践例を紹介し、食産業を核にした地域活性化を目的とする

 
FCP岩手県モデル形成に向けた意見交換を行った。

食品事業者向け流動資

 
産担保融資研究会開催

H21.7.24

県内の金融機関の参加のもと、「食品事業者向け流動資産担保融資研究会」を発足

 
し、意見交換を実施した。

金融機関と協働し、実践するとともに、研究会を開催することとしている。

企業訪問、現地等での

 
協議

（6月から継続的に実施）

県内食品製造業者を訪問し、各事業者が取組む課題とFCPに対する考え方や協働

 
の着眼点の利用方法等について、協議、検討を行っている。

今後の展開 岩手県内食品事業者による牽引型モデルを創出するための活動【モデル創出活動】

 
と、モデルとなるフードチェーン全体を評価する仕組み＋支援制度について研究する

 
【制度研究会】を実施。

また、FCP事務局と連携し岩手県内FCPセミナーを2/10 に開催。

4．地域ブランチ
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4-2. ＦＣＰ三重ブランチ

目的

食の信頼回復に取り組むことを企業価値向上の戦略の一つとして捉え、それを自社の企業経営に反映させて、

 
より優れた経営の仕組みづくりにつなげていくことをめざした、企業トップ向けのセミナーを企画・実施する。具

 
体的には、「優れた経営の仕組み作り」を学ぶ「経営品質向上プログラム」をベースにした研修カリキュラムを

 
検討したうえで、食品企業経営者を対象とした研修を実施し、企業価値向上の考え方についての理解を深め

 
る。また、参加者の研修による学習成果を活かし、「協働の着眼点」について経営改善ツールとしての活用法

 
を試行しながら、「協働の着眼点」と連携した食品企業経営者向けの人材育成カリキュラムを検討する。

進捗 第1回
H21.8.24

概要：

 

農林水産省からFCPの概要説明を行った後に、安部クオリティマネジメント㈱の安部代表

 
取締役より、経営品質向上と「食の安全・安心」に関する講義を頂いた。カリキュラムは計6回、講

 
師は安部クオリティマネジメント㈱安部代表取締役。

テーマ「わが社はなぜ？お客様に選ばれているのか？」

第2回
H21.9.14

テーマ「わが社のお客様価値創造のプロセス」

○わが社のお客様は誰？、○ライバルに差をつける「わが社の安全づくり」、○価値創造のため

 
の組織能力強化

第3回
H21.10.6

テーマ「価値創造に向けたリーダーシップ」

○ミッション、ビジョンの構築と共有、○改善・革新のための組織体制・制度づくり、○組織風土・

 
企業文化の醸成

第4回
H21.10.27

テーマ「お客様との双方向コミュニケーション」

○安心をサポートする積極的な情報発信、○ご意見・苦情はお客様からの贈りもの、○お客様情

 
報を活かす社内体制の構築

第5回
H21.11.16

テーマ「お客様価値を高める人と組織づくり」

○高い業績を生み出す環境づくり、○組織能力強化と人材育成、○社員満足

第6回
H22.1.13

テーマ「わが社のお客様に信頼される企業づくり」

4．地域ブランチ
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4-3. ＦＣＰ愛媛ブランチ

目的 ○目的

「協働の着眼点」を活用したビジネスモデルの検討に取り組むことを通じ、研究会活動の成果として、多様な業種、業

 態の地域の食品事業者を中心に、地方公共団体、大学等の教育機関など地域の多様な主体が連携し、食の付

 加価値向上に取り組むビジネス・コミュニティを創出するとともに、地方におけるＦＣＰの活用について意見の集約を図る。

○主な検討内容（案）

①ビジネス・パートナーシップ形成段階における「協働の着眼点」の活用方策の検討

②研究会参加企業・団体等による新たな価値創造と食の信頼向上を目指すビジネス・コミュニティの形成手法の検

 討（or「協働の着眼点」を活用したローカル・フード・バリュー・チェーンの形成手法の検討）

進捗
ＦＣＰセミナー
H21.10.29

概要：県内の食品事業者等へのＦＣＰの普及を図るとともに、愛媛ブランチへの参加要請の

 場としてセミナーを開催した。農林水産省からFCPの概要説明を行った後に、県内の食品事

 業者、生産者によるパネルディスカッションを実施。

第１回研究会

 
H21.12.18

農林水産省からFCPの概要説明を行った後に、ワークショップ形式にて、参加事業者から、

 食の信頼向上に関する意見、県内の特徴ある地域資源等について意見交換を実施。

今後の展開 現在、研究会参加者との調整を実施している。現段階では、下記の様に３回の研究会を予

 定している。

第２回研究会

 

「企業間でビジネス・パートナーシップを組む際の問題点・課題」（案）

第３回研究会

 

「ローカル・フードバリューチェーン構築のために」（案）

第４回研究会

 

まとめ

4．地域ブランチ
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①ＦＣＰポータルサイトの構築・運用
消費者が食品事業者等の「協働の着眼点」を活用した取組や

 
効果を広く認知でき、簡便に利用できるポータルサイトを構築

 
し、その効果を検証する。

②「協働の着眼点」を活用した活動のための

 ツールや教材の開発・運用
「協働の着眼点」を基にして、食品事業者等の業務内容の品

 
質を向上させるツールや教材を開発・運用し、その効果を検証

 
する。

③「食品事業者業務評価基準」の開発・運用
「協働の着眼点」を活用し、食品事業者等の業務を客観的に

 
評価するとともに、その評価結果を食品事業者自らが活用し、

 
販路拡大や資金調達等につなげる機会創出となりうる評価基

 
準を開発・運用し、その効果を検証する。

④「協働の着眼点」を活用した活動のための

 人材育成プログラムの開発・運用
「協働の着眼点」を活用し、食品事業者等の業務内容の質の

 
向上や、新たなビジネスの創出を支援する人材を育成するプ

 
ログラムを開発・運用し、その効果を検証する。

⑤「地域の良い［モノ］売れる商品支援事業」

 モデルの構築・運用
流通業者、小売業者、商談会・マッチングフェア主催者等によ

 
る「協働の着眼点」を活用した取引先食品事業者の審査基準

 
を作成・活用し、地域の良い［モノ］発掘、その商品のブラッ

 
シュアップ、販路開拓、消費者基点での評価・改善点のフィー

 
ドバック等によるＰＤＣＡサイクルを実践できる事業モデルを

 
構築し、その効果を検証する。

⑥食の信頼性向上をテーマにした地域住民

 参加型活動プログラムの開発・運用
地域をフィールドにする「食」をテーマに、「協働の着眼点」を

 
活用しながら、食の信頼性向上について学ぶ、食品事業者の

 
向上見学プログラム、産直市を活用した食育プログラムなど

 
を、多様な関係者が連携して、実践しやすい住民参加型地域

 
活動プログラムとして開発し、その効果を検証する。

実行可能性調査事業は、昨年度の研究会において提言された以下の６つのテーマについて、実際のビジネス現場での「協働の着

 
眼点」活用の実行可能性を実証する。

5．平成２１年度ＦＣＰ実行可能性調査の概要
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5-1 地域の安全・良いモノ発掘マッシュアッププロジェクト

事業者 株式会社ＣＴＵ

目的 カタログ販売「わんまいる」を行っている（株）ファミリーネットワークシステムズ（ＦＮＳ）と連携し、カタログ

 
販売の取引食品事業者について「協働の着眼点」を活用した評価を行い、ＦＮＳの設けた基準に該当した

 
事業者の商品について独自のマークを付与し、実際に販売する。

それにより、カタログ販売を利用する消費者の食品事業者に対する信頼性向上や、ＦＮＳ社における食品

 
事業者との連携強化や事業リスク軽減等の多面的な効果について検証する。

また、評価結果に基づき食品事業者の信頼性向上の取り組みを支援し、より高質な商品の取り扱いを拡

 
げるサイクルの確立を図る。

進捗 評価システ

 
ムの試行

ＷＥＢ上で、ＦＮＳの取引事業者を自己申告により評価するシステムの立ち上げを試行し

 
ている。

カタログ上の

 
マーク付与の

 
試行

取引実績が長く評価の高い食品事業者の商品について、独自マークを付与したカタログ

 
掲載を試行している。

消費者意識

 
の把握

ＦＮＳユーザー及び一般消費者を対象に、現状での食の安全やＦＮＳへの評価についてア

 
ンケートを行い、把握している。この結果は、本事業取り組み後に行うアンケートとも比較

 
する。

今後の展開 現在の試行結果をベースに、評価システム、カタログマーク掲載について稼働させる。ま

 
た、課題ある食品事業者への改善支援についても取り組んでいく。

これらの取り組みについて、消費者や、社内、取引事業者を対象にアンケート、ヒアリング

 
を行い、効果について検証していく。
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5-2 全国地方の事業者と都市消費者とを対象にした「地域の良い〔モノ〕売れる商品支援事業」の

モデルの構築と運営事業

事業者 有限会社ケンプランニングオフィス

目的 ケンプランニングがプロデュースしている、全国の地域特産品を首都圏で販売する店舗「とれたて村」と連

 
携し、その参加食品事業者に対し、「協働の着眼点」を活用した評価を行い、特長ある事業者については

 
商品・事業についてのブラッシュアップを行い、店頭にて詳しく表示し、販売する。

それにより、「とれたて村」を利用する消費者の食品事業者に対する信頼性や「とれたて村」に対するロイ

 
ヤリティの向上、「とれたて村」と参加食品事業者との連携の強化等の効果について検証する。

進捗 参加食品事

 
業者の取り

 
組み状況の

 
把握

協働の着眼点の大項目に基づきシートを作成し、参加事業者の取り組みを幅広く多様に

 
把握する。

現在、シートの趣旨・目的を直接、参加食品事業者に説明を行い、取り組み内容の収集を

 
行っているところである。

今後の展開 取り組み状況の把握結果から、特長ある食品事業者を選定し、ブラッシュアップを実施す

 
る。その結果を、「とれたて村」店頭での商品表示に反映させ陳列販売するようにする。

「とれたて村」を利用する消費者に対して、アンケート、ヒアリングを実施し、取り組みに対

 
する評価を把握、信頼性向上への効果を確認する。
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6．協働着眼点について

1）「協働の着眼点」に関する普及状況

地域研究会に関連した「協働の着眼点」の普及の機会には、下記の取組が挙げられる。

①実効可能性調査（ベーシック16ベース。）

②地域ブランチ（ベーシック16ベース。三重ブランチ、岩手ブランチ、愛媛ブランチ参加事業者）

③商談会（ベーシック16ベース。「食の発掘商談会」、「FOODEX」。事前説明会等で「協働の着眼点」「商談

 
会シート」を紹介）

2）「協働の着眼点」（ベーシック１６）記入事例と特徴

「協働の着眼点」（ベーシック１６）の記入事例については、別添の通り。

今回の記入事例に関する特徴としては、下記の点が挙げられる。

・全般的に、事業者が自社の取組みを整理する良いツールとなったとのコメントが寄せられている。

・HACCP、有機JAS、ISO、MSC認証等の対応事業者において、「協働の着眼点」を受け入れる素地が高い

 
傾向がある。例えば岩手ブランチ参加企業から「HACCP、ISO（14001、9001、22000）に取組む事業者は、

 
項目、内容については違和感はあまり感じられないとの意見が多い。」とのコメントが寄せられている。
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6．協働の着眼点について

3）「協働の着眼点」の改善点について

11

改善点 これまでに寄せられた意見

①

 

使い勝手の善し悪しに

 
ついて

○HACCP、ISO（14001、9001、22000）に取組む事業者は、項目、内容については違

 
和感はあまり感じられないとの意見が多い。

○自社の経営をチェックするツールとして、全項目を活用するのであれば、ある程度

 
の規模以上の事業者でないと合わないと感じる。

○「自分で書いて自分で気づく」という使い方に徹底すれば、得るものは大きい。た

 
だし、使い方についてはやはり「記入してもらう」と同時に、説明やアドバイスも必

 
要。シートを渡されて記入するだけでは、「気づき」の段階までたどりつけないの

 
ではないか。

②

 

用語に関する改善点 ○「お客様」の捉え方をどうすればいいのか判断しにくい（最終消費者or販売先か）。

○易しい表現や業界に合わせた表現など、記入しやすさも大切だと感じる。

③

 

具体例に関する改善点 （新たな具体例の提案）

風力選別機、色彩選別機、マグネットコンベア、MSC認証、生産履歴作成ソフト等

④

 

着眼点の修正点 ○（倫理・教育面）根本的な社員のモラルや人間性向上の項目があると良いので

 
は？

○経営品質的観点からみると、緊急時のコミュニケーションに関する項目が多すぎ

 
るという指摘がある。

⑤

 

その他意見 ○記述に当たって、どうしてこのような項目が必要なのか、設問の意味や意図を理

 
解してもらうことは的確に記述してもらう上で有効と感じる。



資料 1 
地域活性化研究会 

第３回 参加者名簿 

 
1 横浜商科大学 地域産業研究所 

2 愛媛県 

3 株式会社アイ・エス・レーティング  

4 一神商事株式会社 

5 株式会社イトーヨーカドー 

6 静岡銀行 

7 信金中央金庫 

8 千葉銀行 

9 東京海上日動火災保険株式会社 

10 社団法人日本能率協会 

11 三菱商事株式会社 

12 株式会社菱食 

※敬称略・参加主体別／五十音順 


